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令和6年度の取組状況（案）

資料２



2-2

25

14

0

5

10

15

20

25

30

開通前 開通後

1．国道1号島田金谷バイパス４車線化（旗指IC～大代IC） （実施主体：浜松河川国道事務所）＜令和７年３月７日完了＞

１－１ 国道1号島田金谷バイパス４車線化（旗指IC～大代IC）

■事業概要 ■整備効果

○ 東西軸の交通需要に対して不足する交通容量を補完し、物流の効率化等を目的として、暫定２車線区間の完成4車線化を整備。令和７年３月７日開通。
○ 開通後、島田金谷バイパスの旗指IC～大代IC間の朝夕ピーク時の旅行速度が向上し、所要時間が短縮。
○ 引き続き、渋滞状況のモニタリングを行う。

○位置図
■４車線化開通前 ■４車線化開通後

至 東京

至 名古屋

至 東京

至 名古屋

○新大井川橋西側における渋滞発生状況

67

68

66

67

6 4

6 7

6 6

6 5

63

65

64

64

6 3

6 4

6 3

6 3

54

54

42

45

56

56

20

29

61

62

10

21

62

67

12

35

68

73

20

64

68

73

31

73

68

76

54

75

6 7

7 5

6 9

7 6

67

75

72

76

66

75

74

76

65

69

60

74

68

73

73

76

74

76

78

78

75

75

78

77

74

74

76

76

72

72

73

74

74

75

76

77

75

76

77

78

7 5

7 6

7 7

7 8

73

74

76

76

72

72

73

74

7 1

7 2

7 3

7 3

7 1

7 2

7 2

7 3

69

70

71

71

64

65

66

65

6 2

6 3

6 4

6 3

61

63

62

62

57

58

56

56

57

59

58

56

60

61

61

60

63

49

45

61

61

45

41

59

57

43

39

56

5 5

4 3

3 8

5 4

53

43

46

53

60

51

54

59

58

51

55

58

60

56

58

59

63

60

61

61

61

60

60

59

62

60

61

61

6 3

6 1

6 2

6 2

64

63

64

63

69

67

67

67

77

76

75

75

77

75

74

74

76

74

73

74

76

74

73

74

76

74

74

75

80

80

81

80

7 9

7 8

7 9

7 7

75

76

75

75

73

72

72

73

7 4

7 4

7 3

7 5

7 5

7 4

7 3

7 5

73

71

65

72

68

62

58

66

6 6

5 9

5 5

6 5

64

56

54

62

63

49

53

62

56

43

55

63

43

29

40

53

■島田金谷BP（菊川IC～野田IC）
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【出典】ETC2.0プローブデータ
開通前：R6.10平日、開通後：R7.4.21～25
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上り夕ピーク時
の速度が改善

下り朝ピーク時
の速度が改善

上り方向
新大井川橋
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R7.3.7 ４車線化開通（大代IC～旗指IC間）

菊川IC 大代IC 向谷IC 旗指IC 野田IC

開通前

開通区間

主要渋滞箇所
下り方向

○朝夕の旅行速度（上り方向：夕ピーク時 下り方向：朝ピーク時）
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東
京

至
名
古
屋

○新大井川橋(4車線化後)

牧之原トンネル 新大井川橋 新大井川橋上 向谷

開通前（平成23年 夕ピーク時） 開通後（令和7年4月平日 夕ピーク時）
4車線化により、朝夕の速度低下が改善
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【上り 夕ピーク時】

【出典】ETC2.0プローブデータ
開通前：R6.10平日 18時台
開通後：R7.4.21～25 18時台

所
要

時
間

［
分

］

所要時間が
約10分短縮

【下り 朝ピーク時】

【出典】ETC2.0プローブデータ
開通前：R6.10平日 7時台
開通後：R7.4.21～25 7時台

所
要

時
間

［
分

］

所要時間が
約11分短縮

4車線化により、朝夕ピーク時の所要時間が10分以上短縮

○開通前後の所要時間変化
■島田金谷BP（菊川IC～野田IC）

牧之原トンネル

新大井川橋

新大井川橋上
向谷

:主要渋滞箇所

至 名古屋

至 東京

R7.3.7撮影

きくがわ

菊川IC

（約40km/h）（約20km/h）（約60km/h）（約30km/h）

※

※急激な上り勾配（6％）及び、交通量の増加による速度低下
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【 分 析 範 囲 】国道1号下り線 西郷IC合流地点
【ETC2.0 分析期間】対策前：令和5年3～5月／対策後：令和7年3～5月(平日)

２－１ 国道１号 掛川バイパス 西郷ＩＣ 加速車線延伸

２．国道１号 掛川バイパス 西郷ＩＣ 加速車線延伸 （実施主体：浜松河川国道事務所） ＜令和６年８月３０日完了＞

N

写真

＜道路種別＞
高速道路

一般県道以上

市町村道

＜主要渋滞箇所＞

箇所

箇所（踏切）

区間

エリア

主な工場等

主な大規模商業施設

至
静
岡

至
名
古
屋

■位置図 ■対策概要・旅行速度状況

対
策
後

対
策
前

写真

■対策前後の状況

○ 国道1号掛川バイパスの西郷IC下り線オンランプの合流部における速度低下に対し、加速車線延伸事業が完了。（R6.8.30）
○ 対策後の平均旅行速度に大きな変化はないが、本線走行軸の急減速の発生は減少がみられ、合流時の安全性と円滑性が向上。
○ 引き続き合流部における車両の挙動調査等を踏まえ分析を継続。

至静岡

至名古屋

国道1号掛川バイパス 西郷ＩＣ

至名古屋

至静岡

本線への合流車両

本線への合流車両
より前方で合流するよう変化

18時台

17時台

16時台

15時台

14時台

13時台

12時台

11時台

10時台

9時台

8時台

7時台

至
静
岡

至
名
古
屋

至
静
岡

対
策
後

対
策
前

18時台

17時台

16時台

15時台

14時台

13時台

12時台

11時台

10時台

9時台

8時台

7時台

下り線オンランプ 加速車線延伸
110m → 210m

令和6年8月30日完了

下り線 平均旅行速度

N

西郷IC付近～宮脇IC付近での速度低下が残存
本線走行軸の急減速の発生は減少、引き続き効果検証を実施

旅行速度出典：ETC2.0プローブデータ（コンター図：R7.4月平日）

千羽IC西郷IC大池IC沢田IC 宮脇IC

7時台に西郷IC付近～宮脇IC付近で速度低下が発生

旅行速度出典：ETC2.0プローブデータ（コンター図：R4.10月平日）

◆急減速発生割合の変化

（本線走行車両） （ランプ走行車両）[件/千台] [件/千台]

短期効果検証

12%減

45%減

改良前
加速車線 110m

■事業概要
○路線名称：国道1号
○着手年度：令和元年度事業化

令和2年度工事着手
○事業内容：加速車線延伸
○進捗状況：令和6年8月30日 完了

～20km/h
20～30km/h
30～40km/h
40～50km/h
50km/h～
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【 分 析 範 囲 】国道1号上り線 大池IC合流地点
【ETC2.0 分析期間】対策前：令和6年3～5月／対策後：令和7年3～5月(平日)

至静岡

至名古屋

至静岡

至名古屋

○ 国道1号掛川バイパスの大池IC上り線オンランプの合流部における速度低下に対し、加速車線延伸事業が完了。（R7.2.28）
○ 対策後の平均旅行速度は朝夕ピーク時に一部改善、また急減速の発生も減少がみられ、合流時の安全性と円滑性が向上。
○ 引き続き合流部における車両の挙動調査等を踏まえ分析を実施。

３．国道１号 掛川バイパス 大池ＩＣ 加速車線延伸 （実施主体：浜松河川国道事務所） ＜令和７年２月２８日完了＞

N
＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜主要渋滞箇所＞

箇所

箇所（踏切）

区間

エリア

主な工場等

主な大規模商業施設

至
静
岡

至
名
古
屋

■位置図 ■対策概要・旅行速度状況

対
策
後

対
策
前

■対策前後の状況
写真

写真

国道1号掛川バイパス 大池ＩＣ

18時台

17時台

16時台

15時台

14時台

13時台

12時台

11時台

10時台

9時台

8時台

7時台

千羽IC宮脇IC西郷IC大池IC沢田IC

旅行速度出典：ETC2.0プローブデータ（コンター図：R6.10月平日）

18時台

17時台

16時台

15時台

14時台

13時台

12時台

11時台

10時台

9時台

8時台

7時台

朝夕ピーク時に大池IC付近で速度低下が発生

朝夕ピーク時に大池IC付近で速度低下が残存しているが、速度の改善傾向が見られる
急減速の発生も減少、引き続き効果検証を実施

旅行速度出典：ETC2.0プローブデータ（コンター図：R7.4月平日）

上り線オンランプ 加速車線延伸（並行区間の設置）
180m → 510m 令和7年2月28日完了

改良前 加速車線 180m

サグ部

至
名
古
屋

至
静
岡

短期効果検証

39%減

91%減

■事業概要
○路線名称：国道1号
○着手年度：令和3年度事業化

令和6年度工事着手
○事業内容：加速車線延伸
○進捗状況：令和7年2月28日 完了

対
策
後

対
策
前

上り線 平均旅行速度

～20km/h
20～30km/h
30～40km/h
40～50km/h
50km/h～

（本線走行車両） （ランプ走行車両）[件/千台] [件/千台]

◆急減速発生割合の変化

３－１ 国道１号 掛川バイパス 大池ＩＣ 加速車線延伸
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４．ららぽーと沼津渋滞対策（実施主体： 三井不動産商業マネジメント株式会社・静岡県警察） ＜令和６年１１月２３日完了＞

４－１ ららぽーと沼津渋滞対策

○ 開業時に東椎路東交差点等の右折車線延伸や案内看板設置、公共交通の利用促進等、ハード・ソフト両面での渋滞対策を実施したが、年末年始やセール
開催時には、国道1号を含む周辺道路にて交通渋滞が発生。

○ 現在の交通状況を踏まえ、国・静岡県・沼津市・沼津警察署・三井不動産商業マネジメント(株)で議論し、国道1号の右折車による渋滞に対し、
令和6年11月より、施設入庫車両の多い土日祝において、東椎路東交差点の国道1号右折の青時間を3秒増やす信号現示調整を実施。

○ その結果、右折車両の捌け台数が増加し、右折レーンの滞留長が減少。引き続き、交通状況変化のモニタリングを行う。
■対策内容

■対策の効果

現
示

1Φ 2Φ 3Φ

サイクル
長

対
策
前

160

対
策
後

160

国道1号右折の青時間を３秒増加

ららぽーと沼津

東椎路東

至
富
士

至
三
島

右折青時間
19秒→22秒

G:32
Y:3

AR:3

G:95
Y:3

AR:0

G:19
Y:2

AR:3

G:32
Y:3

AR:3

G:92
（-3）

Y:3
AR:0

G:22
（+3）

Y:2
AR:3

①市道

②国道1号

④国道1号

③市道

【東椎路東交差点】
右折専用レーンにおける最大滞留長の変化

207

260

0 100 200 300

対策後

対策前

※東椎路東交差点～西沢田榎田交差点 約260m

最大滞留長・右折車両台数 【対策前】2024.4.28(日) 【対策後】2025.1.4(土)（10時台）
沼津市調査結果（2024.4.28）、ららぽーと沼津資料（2025.1.4）

■令和6年10月休日とオープン前の速度状況の差分

1
1

ららぽーと
沼津

至

静
岡
市

至

三
島
市

87

405

162

2

15km/h以上上昇
5～15km/h上昇
±5km/h以内
5～15km/h低下
15km/h以上低下
データなし

【旅行速度変化】

東椎路東

江原公園

共栄町
西椎路

西沢田榎田

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

07時台
08時台
09時台

進行方向
至
三
島西熊堂 江原

公園
東沢田中沢田東中沢田西沢田西沢田西西沢田榎田東椎路東県自入口市民病院南

15km/h以上低下 5～15km/h低下 ±5km/h以内 5～15km/h上昇 15km/h以上上昇

1

①ららぽーと全景 ②西沢田榎田交差点

21

【出典】ETC2.0データ 2018年10月休日平均と2024年10月休日平均の差分

ららぽーと方面への右折車による渋滞

出典：国土地理院地図を加工して作成

1

※現示変更開始日：2024.11.23（土）（土日祝のみの変更で、平日は変更前の現示継続）

（m）

※2022年7月10日（日）14時頃に撮影

※過去、三井不動産商業マネジメント株式会社が対策されてきたため実施主体として併記

【14時台の差分図】

西沢田

100

91

89

95

87

87

90

89

87

95

104

106

101

96

98

99

93

93

96

98

94

100

102

104

94

88

96

90

86

89

86

91

88

93

92

96

101

94

96

94

88

84

86

91

89

93

100

98

98

93

97

94

89

84

90

86

89

93

99

103

100

97

96

96

88

86

95

92

90

99

105

101

81

81

77

77

74

75

80

78

74

85

90

96

97

94

95

98

95

98

96

97

95

101

102

99

99

99

101

100

99

99

99

99

99

101

98

103

100

100

100

100

98

101

101

100

102

102

101

105

107

113

116

116

109

109

109

109

115

111

111

112

ららぽーと
沼津

右折車による
渋滞発生

至
静
岡

市民病院南

最大滞留長
約50m短縮

【東椎路東交差点】
右折車両台数の変化

右折車両
（台/h）

対策前 196
対策後 226

右折車両の捌け台数が増加

ひがししいじ ひがし

右折車による
渋滞発生
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５．長泉IC交差点の右折レーン延伸 （実施主体：沼津河川国道事務所） ＜令和７年２月１３日完了＞

５－１ 長泉IC交差点の右折レーン延伸

○長泉IC交差点の西進流入部（東駿河湾下り（東名沼津IC方面）オフランプ）では、平日朝ピーク時間帯において、最大600mの渋滞が発生しており、
右折車両が本線交通の進行を阻害していたため、右折レーン長（2車線のうち中央よりの1車線）を36mから114ｍに延伸（令和7年2月13日完了）。

○交差点直近に右折車両が溜まれるようになったことで捌け交通量が増加し、右折車両の交通量が2割増加するとともに、平均通過時間も短縮。
また、滞留長の短縮により直進・左折車両の阻害も緩和され、最大渋滞長は約550mとなり50m短縮。（【参考】ICオフランプ～交差点流入部：約590m）

○引き続き、長泉IC交差点全体のさらなる円滑化を目指し、対策検討を進める。
■長泉IC交差点西進流入部の状況 ■対策概要・対策の効果

対策内容

246至

沼
津
Ｉ
Ｃ

至 御殿場市

至 沼津市

至

伊
豆
市

右折レーンの延伸
対策前36m→対策後114ｍ

（約78ｍ延伸） 右折交通
その他

至 伊豆市 R4.10.12(水) 7時頃

本線まで
渋滞延伸

右折 右折 直進 左折

長泉IC交差点

：主要渋滞箇所

至

伊
豆
市

至

沼
津

246

246

1

至 裾野・御殿場市

至 沼津市

最大渋滞長【整備前】
約600m

出典（渋滞長）：
渋滞長調査（ R6.10.31(木)）

I
C

114m

201

452
320

方向別
交通量

出典（地図）：国土地理院
地図を加工して作成

201 

320 

452 

191 

326 

391 

0 200 400 600

左折

直進

右折

捌け交通量が
増加したことで、
約2割増

（台/時）

■方向別交通量の変化（7時台）

ICオフランプ～交差点流入部：約590m

長泉IC
交差点

■方向別通過時間の変化

右折
直進
左折

対策
前 後

6 

10 
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4 

9 

4 

2 

6 

3 
2 

5 

2 3 

7 
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2 
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2 

0

2
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6時台 7時台 8時台

（分）
600 550 
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40

6:
50
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7:
20

7:
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7:
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7:
50
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00

8:
10

8:
20

8:
30

8:
40

8:
50

■渋滞長の変化
最大渋滞長

50m短縮
全般的に

渋滞長が短縮

（m）

対策前
対策後

出典：【渋滞長】【交通量】【信号現示(対策後)】 交通実態調査（対策前:R6.10.31(木) 、対策後:R7.4.24(木) ）、【通過時間】ETC2.0プローブ情報（対策前:R6.4.15(月)~19(金)平均、対策後:R7.4.14(月)-18(金)平均）
※オフランプ～交差点通過後直近DRM通過までの時間

特に右折、左折方向で
通過時間短縮

右折レーンの延伸

至 伊豆市
R7.2.12(水) 15時頃

上段：対策前
下段：対策後
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６．県道富士由比線 富士川かりがね橋 （実施主体：静岡県・富士市） ＜令和６年３月９日完了＞

■事業概要 ■整備効果

６－１ 県道富士由比線 富士川かりがね橋

○ 富士川橋の渋滞緩和、緊急輸送路の補完、富士川東西の交流促進などを目的として、富士川かりがね橋及び周辺道路を整備。令和６年３月９日開通。
○ 開通後、富士川橋を通過する交通量が減少、所要時間が短縮し、富士川橋周辺（特に富士川東側）の渋滞が緩和。
○ 富士本町から富士川橋西の区間において所要時間が最大で24分から約７分に短縮するなど交通状況が改善。引き続き、交通状況の確認を実施。

○富士川橋周辺（富士川橋東側）における渋滞発生状況

○開通後の交通状況（富士川橋）

○位置図

開通前（令和2年6月平日 午前7時） 開通後（令和7年5月平日 午前7時）

富士川かりがね橋の開通により、朝夕の慢性的な渋滞が緩和

富士川橋 富士川橋

富士川橋の交通量は23％減少、富士川橋東側から富士川橋方面
への西進車両の渋滞長は最大で1,445ｍ減少

富士川渡河部の交通量 (台/日) 富士川橋西（主要渋滞箇所）の最大渋滞長 (ｍ)

出典：静岡県交通量等調査結果

開通前
Ｒ6/1/23(火)

開通後
Ｒ6/11/6(水)

0

10,000

20,000

23％減
（富士川橋）

22,437

17,281

9,190

富士川橋

富士川かりがね橋 18％増
（渡河断面）

0

500

1,000

1,500

開通後
Ｒ6/11/6(水)

開通前
Ｒ2/12/3(木)

1,445m
減

1,460

15

○朝夕の旅行速度（西向き）
：～20km/h

【凡例】

：旅行速度が改善
した区間・時間帯

：40km/h～

：30～40km/h

：20～30km/h

[富士本町⇒富士川橋西]
ピーク時所要時間

約24分（7時台）

約17分減

[富士本町⇒富士川橋西]
ピーク時所要時間

約7分（17時台）
※ETC2.0プローブ情報（［開通前］R5.4.11 ［開通後］R6.9.10）

：主要渋滞箇所

富士川橋西

橋下

○位置図

開通後（令和６年３月）
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７．令和6年度の取組状況のまとめ（案）

○国道１号島田金谷バイパスは、東西軸の交通需要に対して不足する交通容量を補完し、物流の効率化等を目的として、暫定２車線区間で
ある旗指IC～大代ICの４車線化を整備。令和７年３月７日開通後、朝夕ピーク時の旅行速度が向上し、所要時間が短縮。引き続き、渋
滞状況のモニタリングを行う。

○国道1号掛川バイパスの西郷IC下り線オンランプ及び大池IC上り線オンランプの合流部における速度低下に対し、加速車線延伸事業が完了。
急減速の発生は減少がみられ、合流時の安全性と円滑性が向上。引き続き合流部における車両の挙動調査等を踏まえ分析を実施する。

○ららぽーと沼津周辺では、開業時にハード・ソフト両面での渋滞対策を実施したが、年末年始やセール開催時には、国道1号を含む周辺道路に
て交通渋滞が発生。現在の交通状況を踏まえ、関係機関で議論し、令和6年11月より、土日祝について東椎路東交差点の国道1号右折の
青時間を3秒増やす信号現示調整を実施。その結果、右折車両の捌け台数が増加し、右折レーンの滞留長が減少。引き続き、交通状況
変化のモニタリングを行う。

○長泉IC交差点の西進流入部（東駿河湾下り（東名沼津IC方面）オフランプ）では、平日朝ピーク時間帯において、最大600mの渋滞が
発生しており、右折車両が本線交通の進行を阻害していたため、右折レーン長を36mから114ｍに延伸。右折レーン長延伸により、捌け交通
量が増加し、右折車両の交通量が2割増加するとともに、平均通過時間も短縮。また、最大渋滞長は約550mとなり50m短縮。引き続き、
長泉IC交差点全体のさらなる円滑化を目指し、対策検討を進める。

○富士川かりがね橋は、富士川橋の渋滞緩和等を目的に整備し、令和６年３月９日開通。開通後、富士川橋を通過する交通量が減少、
所要時間が短縮し、富士川橋周辺の渋滞が緩和。富士本町から富士川橋西の区間において所要時間が最大で24分から約７分に短縮する
など交通状況が改善。引き続き、交通状況の確認を実施していく。

７－１ 令和6年度の取組状況のまとめ（案）


